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国
と
地
方
の
協
議
の
場
の

法
制
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

地
域
主
権
関
連
３
法
案
が
４

月
７
日
、
参
議
院
で
審
議
入

り
し
た
。
政
府
・
与
党
サ
イ

ド
は
参
院
先
議
と
し
、
３
法

案
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
時

間
を
確
保
し
た
い
考
え
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に

つ
い
て
は
、
地
方
サ
イ
ド
が

長
年
に
わ
た
り
国
へ
設
置
を

求
め
て
き
た
、
い
わ
ば
悲
願

と
も
い
う
べ
き
存
在
。
同
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
法
の
根

拠
を
持
つ
機
関
と
し
て
、
企

画
立
案
段
階
か
ら
国
の
施
策

に
対
し
て
地
方
が
参
画
し
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
法
案
の
早
期
成
立
が

待
た
れ
る
。

こ
の
ほ
か
３
法
案
に
は
、

地
域
主
権
推
進
一
括
法
案
、

地
方
自
治
法
改
正
案
が
含
ま

れ
る
。
地
域
主
権
法
案
で

は
、
自
治
体
の
自
主
性
を
強

化
し
自
由
度
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
国
が
自
治
体
運
営
に

関
与
す
る
義
務
付
け
・
枠
付

け
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
４１

法
律
を
一
括
改
正
す
る
。

し
か
し
、
法
案
に
掲
げ
ら

れ
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
事
項
は
、
地
方
分
権

改
革
推
進
委
員
会
が
第
３
次

勧
告
で
示
し
た
８
９
２
条
項

の
う
ち
の
一
部
。
今
回
の
法

案
で
措
置
さ
れ
な
か
っ
た
条

項
に
つ
い
て
は
今
後
、
地
方

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

速
や
か
に
対
処
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２６

日
１０
時
３０
分
か
ら
、
東
京
・
日
比

谷
公
会
堂
で
第
８６
回
定
期
総
会
を

開
催
す
る
。

総
会
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は

じ
め
、
総
務
大
臣
、
衆
参
両
院
議

長
の
来
賓
祝
辞
の
後
、
正
副
議
長

・
議
員
の
永
年
勤
続
表
彰
を
行

い
、
続
い
て
一
般
事
務
、
会
計
の

報
告
を
行
う
。

午
後
に
は
地
方
行
政
、
地
方
財

政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、
建

設
運
輸
委
員
会
の
５
委
員
会
と
国

会
対
策
委
員
会
、
地
方
分
権
改
革

・
道
州
制
調
査
特
別
委
員
会
の
１

年
間
の
活
動
結
果
を
各
委
員
長
が

報
告
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
会
長
提

出
議
案
と
９
部
会
か
ら
提
出
さ
れ

る
議
案
を
審
議
し
た
あ
と
、
部
会

長
、
理
事
な
ど
の
役
員
改
選
と
顧

問
、
相
談
役
の
委
嘱
を
行
う
。

総
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場
で

地
方
行
政
、
地
方
財
政
委
員
会
な

ど
５
委
員
会
の
合
同
会
議
を
開

き
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副
委
員
長
を
選

任
す
る
。

天
皇
陛
下
に
拝
謁

総
会
翌
日
、皇
居
で

定
期
総
会
翌
日
の
５
月
２７
日
、

皇
居
豊
明
殿
で
、
全
国
の
市
議
会

議
長
が
天
皇
陛
下
に
拝
謁
す
る
。

拝
謁
後
に
は
、
宮
中
三
殿
な
ど
の

特
別
参
観
も
行
わ
れ
る
（
い
ず
れ

も
予
定
）
。

９９
議議
長長
会会
がが
総総
会会
開開
催催
へへ

４
月
中
旬
か
ら

北
海
道
議
長
会
か
ら
九
州
議
長

会
の
９
議
長
会
は
、
４
月
中
旬
か

ら
５
月
上
旬
に
か
け
定
期
総
会
を

開
催
す
る
。

総
会
で
は
、
各
議
長
会
の
会
長

は
じ
め
新
役
員
を
選
出
す
る
と
と

も
に
、
５
月
２６
日
開
催
の
本
会
第

８６
回
定
期
総
会
に
提
出
す
る
要
望

議
案
な
ど
を
決
定
す
る
。

各
議
長
会
総
会
の
開
催
日
と
開

催
市
は
次
の
と
お
り
。

▽
北
海
道
�
４
月
２２
日

深
川
市

▽
東
北
�
４
月
１５
日

会
津
若
松
市

▽
北
信
越
�
４
月
２２
日

長
岡
市

▽
関
東
�
４
月
２７
日

前
橋
市

▽
東
海
�
４
月
２２
日

沼
津
市

▽
近
畿
�
４
月
２０
日

高
石
市

▽
中
国
�
４
月
２２
日

呉

市

▽
四
国
�
５
月
１０
日

高
松
市

▽
九
州
�
４
月
２２
日

佐
賀
市

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1757号４月１５日平成22年
（2010年）

第第８８６６回回 定定期期総総会会
５月２６日・日比谷公会堂で開催

参参
議議
院院
でで
先先
議議

地
域
主
権
�
法
案
審
議
入
り

本 会

（１） 平成２２年４月１５日 第１７５７号
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総
務
省
は
３
月
２６
日
、
「
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
等
」
を
公

表
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
２１
年
１２

月
３１
日
現
在
在
職
す
る
者
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
時
に
届
出

た
所
属
党
派
を
調
べ
た
も
の
。

市
区
議
員
定
数
５
３
３
人
減

調
べ
に
よ
る
と
、
全
国
の
市
区

・
町
村
議
会
議
員
の
定
数
合
計

は
、
前
年
に
比
べ
９
４
９
人
減
少

の
３
万
４
６
８
２
人
。
こ
の
う
ち

市
区
議
会
議
員
の
定
数
は
、
前
年

に
比
べ
５
３
３
人
減
の
２
万
１
５

９
７
人
、
欠
員
を
除
い
た
実
議
員

数
は
２
万
１
３
１
７
人
と
な
る
。

一
方
、
町
村
議
会
議
員
の
定
数

は
、
前
年
に
比
べ
４
１
６
人
減
の

１
万
３
０
８
５
人
で
市
区
議
員
の

定
数
を
８
５
１
２
人
下
回
っ
て
い

る
。市

区
議
員
６４
％
が﹇
無
所
属
﹈

全
国
８
０
６
市
区
（
２１
年
１２
月

現
在
）
の
議
会
議
員
２
万
１
３
１

７
人
の
所
属
党
派
を
み
る
と
、
無

所
属
（
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体

に
所
属
し
て
い
な
い
者
）
が
最
も

多
く
１
万
３
７
０
６
人
で
、
６４
・

３
％
（
前

年

比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
）

を
占
め
る
。
次
い
で
公
明
党
が
２

３
３
０
人
で
１０
・
９
％
（
同
０
・

３
ポ
イ
ン
ト

増
）
、
日
本
共
産
党
が
２

０
１
１
人
で
９
・
４
％
（
同
０
・

１
ポ
イ
ン
ト

増
）
、
自
由
民
主
党
が
１

６
９
０
人
で
７
・
９
％
（
同
０
・

１
ポ
イ
ン
ト

減
）
、
民
主
党
が
１
０
１

４
人
で
４
・
８
％
（
同
０
・
４
ポ
イ
ン
ト

増
）
、
社
会
民
主
党
が
３
４
９
人

で
１
・
６
％
（
同
率
）
な
ど
の
順

と
な
っ
て
い
る
�
表
１
参
照
。

市
区
議
員
１２
・
９
％
が
女
性

全
国
の
女
性
市
区
議
会
議
員
の

総
数
は
２
７
５
２
人
で
前
年
に
比

べ
１０
人
減
少
し
て
い
る
が
、
全
市

区
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

前
年
比
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

増
の
１２
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
�
表
２
参
照
。

女
性
市
区
議
員
の
所
属
党
派
を

み
る
と
、
無
所
属
が
最
も
多
く
９

０
９
人
で
全
女
性
市
区
議
員
の
３３

・
０
％
（
前
年
比
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

減
）

を
占
め
る
。
次
い
で
日
本
共
産
党

が
７
４
１
人
で
２６
・
９
％
（
０
・

３
ポ
イ
ン
ト

減
）、公
明
党
が
６
８
６
人

で
２４
・
９
％
（
０
・
１
ポ
イ
ン
ト

増
）
、

諸
派
が
１
４
３
人
で
５
・
２
％

（
同
率
）、民
主
党
が
１
３
４
人

で
４
・
９
％（
同
率
）な
ど
の
順
。

ま
た
、
女
性
市
区
議
員
の
占
め

る
割
合
が
最
も
高
い
党
派
は
諸
派

の
６７
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

全
市
区
長
が「
無
所
属
」

こ
の
ほ
か
、
市
区
長
の
所
属
党

派
を
見
る
と
、
欠
員
の
２
市
を
除

く
８
０
４
市
区
す
べ
て
の
首
長
が

無
所
属
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
の
市
区
長
は
前
年

よ
り
４
人
増
え
、
仙
台
市
、
常
総

市
、
所
沢
市
、
白
井
市
、
新
宿
区
、

足
立
区
、
三
鷹
市
、
多
摩
市
、
横

浜
市
、
平
塚
市
、
伊
勢
原
市
、
魚

沼
市
、
木
津
川
市
、
尼
崎
市
、
宝

塚
市
、
倉
敷
市
、
宇
部
市
、
五
島

市
、
沖
縄
市
の
計
１９
人
。

▼
議
長

▽
嬉
野

太
田
重
喜（
２
・
８
）

▽
茨
木

大
島
一
夫（
２
・
９
）

▽
都
城

東
口
良
仲（
２
・
９
）

▽
指
宿

松
下
喜
久
雄（
２
・
１２
）

▽
取
手

岡
部
正
敬（
２
・
１５
）

▽
本
庄

高
橋
和
美（
２
・
１６
）

▽
栗
原

小
岩
孝
一（
２
・
１９
）

▽
神
栖

長
谷
川

隆（
２
・
１９
）

▽
帯
広

石
井
啓
裕（
２
・
２２
）

▼
副
議
長

▽
嬉
野

田
口
好
秋（
２
・
８
）

▽
茨
木

友
次
通
憲（
２
・
９
）

▽
都
城

永
山

透（
２
・
９
）

▽
指
宿

六
反
園

弘（
２
・
１２
）

▽
御
殿
場

勝
又
嶋
夫（
２
・
１５
）

▽
本
庄

小
林

猛（
２
・
１６
）

▽
栗
原

�
戸
健
治
郎（
２
・
１９
）

▽
神
栖

大
槻
邦
夫（
２
・
１９
）

▼
事
務
局
長

▽
十
日
町

水
落
文
一（
１
・
１
）

▽
所
沢

土
方

亘（
１
・
１
）

▽
平
戸

森

宗
�（
１
・
１
）

▽
北
見

辻

直
孝（
１
・
２９
）

▽
に
か
ほ
市
（
秋
田
県
）

FAX
０
１
８
４（
４
３
）７
５
１
３

※
所
在
地
・
電
話
番
号
に
つ
い

て
は
、
と
も
に
変
更
な
し

市
区
議
員「
無
所
属
」が
最
多
６４
％

２１
年
末

地
方
議
員
の
所
属
党
派
―
総
務
省
調

議議
会会
人人
事事

〈表１〉

市区議会議員の所属党派別人員調

平成２０年１２月

人 ％
２，３２１（１０．６）

２，０２９ （９．３）

１，７４２ （８．０）

９５８ （４．４）

３６０ （１．６）

３ （０．０）

２ （０．０）

―

２１０ （１．０）

１４，２１６（６５．１）

２１，８４１（１００．０）

２８９

２２，１３０人

※構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入

平成２１年１２月

人 ％
２，３３０ （１０．９）

２，０１１ （９．４）

１，６９０ （７．９）

１，０１４ （４．８）

３４９ （１．６）

３ （０．０）

２ （０．０）

１ （０．０）

２１１ （１．０）

１３，７０６ （６４．３）

２１，３１７（１００．０）

２８０

２１，５９７人

党 派

公 明 党

日本共産党

自由民主党

民 主 党

社会民主党

国民新党

新党大地

みんなの党

諸 派

無 所 属

計

欠 員

定数合計

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更

第１７５７号 平成２２年４月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



決 議
【税・財政】 【 ５４９】 【 ５】
○電源立地地域対策交付金 １０４ ―
制度の交付期間延長
○平成２１年度補正予算の適 ９９ ―
正な執行
○国直轄事業負担金の見直 ６９ ―
し、廃止
○地方税財源の充実・強化 ４６ １
○経済危機対策などに伴う ３７ ―
地方負担の軽減
○住民税、所得税の配偶者 ２５ ―
控除・扶養控除の廃止反
対
○平成２２年度予算の年内 ２４ ―
編成
○その他 １４５ ４
【地方行政・議会・選挙】 【 ２３３】 【 ３８】
○新たな過疎対策法の制定 ５３ ―
○国として直接地方の声を ３６ ―
聞く仕組みの保障
○市議会議員年金制度の安 ２０ １６
定的運営の確保など
○地方分権改革推進計画策 １６ ―
定と新分権一括法制定
○その他 １０８ ２２
【医療・保健衛生】 【 ６７７】 【 １２】
○肺炎球菌ワクチン及びヒ １９８ ―
ブワクチンの定期予防接
種化など
○肝炎対策のための基本法 ９８ ―
の制定及び患者の救済
○新型インフルエンザ対策 ５５ ―
の強化
○公的医療機関の安定経営 ３７ １
と地域医療確保
○保険でよい歯科医療の実 ３０ ―
現
○こどもの医療費無料制度 ２４ ―
の実現
○子宮頸がん撲滅のための ２２ ―
施策の充実
○その他 ２１３ １１
【教育・文化】 【 ４９９】 【 ８】
○教育予算の拡充 １１４ ―
○義務教育費国庫負担制度 １０８ ―
の堅持
○私学助成の充実 ７１ ―
○次期教職員定数改善 ４１ ―
○３０人以下学級の実現 ２８ ―
○悉皆（しっかい）方式に ２０ ―
よる全国学力・学習状況
調査の継続
○その他 １１７ ８
【農林・水産】 【 ３７４】 【 ３】
○日米ＦＴＡ（自由貿易協 ７５ ―
定）反対
○食品表示制度の抜本改正 ５９ ―
○農山漁村の多面的機能を ２８ ―
維持する施策の推進
○中山間地域等直接支払交 １９ ―
付金制度の継続
○その他 １９３ ３

意見書件 名

平成２１年中の意見書・決議の議決状況
【 】内は小計

※各市議会から任意に提供された平成２１年中の意見書・決議をもとに集計

決 議
【公害・環境保全】 【 ２３３】 【 １０】
○「緑の社会」への構造改 ７７ ―
革推進
○「気候保護法」の制定 ６２ ―
○エコポイント制度並びに ３０ ―
エコカー補助金の継続
○産業廃棄物処理施設反対 ９ ５
○その他 ５５ ５
【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ２１６】 【 ９】
○道路整備の促進 ６６ ―
○高速道路原則無料化の撤 ３４ ―
回
○八ツ場ダムの建設推進 １４ ―
○地域間格差を拡大する １０ ―
「地方移譲」に反対
○その他 ９２ ９
【労働・商工】 【 ７７１】 【 ５】
○緊急雇用対策の実施など ２１３
○改正貸金業法の早期完全 １９４ ―
施行
○協同労働の協同組合法 １０７ ―
（仮称）の速やかな制定
○ハローワーク機能の抜本 ５７ ―
的強化
○最低賃金の改定 ３８ ―
○公契約に関する基本法の ３８ ―
制定
○その他 １２４ ５
【警察・防災・消防】 【 １０７】 【 １６】
○地震対策緊急整備事業に ５０ ―
係る国の財政上の特別
措置に関する法律の延長
○取り調べの可視化 １２ ―
○警察官の増員 １２ ―
○その他 ３３ １６
【外交・防衛・国際関係】 【 ４３２】 【１７８】
○核兵器の廃絶と恒久平和 １４６ １４
の実現
○基地予算の増額 ８０ ―
○北朝鮮の核実験に抗議 ２５ １３２
○非核三原則の早期法制化 ２０ ―
○その他 １６１ ３２
【社会・くらし】 【 ５５７】 【 １３】
○障害者自立支援法の見直 ８６ ―
し・改正・廃止など
○現行保育制度の堅持・拡 ５９ １
充など
○今後の保育制度の慎重な ４５ ―
検討
○社会的セーフティネット ２７ ―
の拡充
○生活保護世帯の母子加算 ２５ ―
の復活
○介護保険制度の抜本的改 ２１ ―
善
○グーグルマップ「ストリ １９ ―
ートビュー」に関する規
制・法整備
○その他 ２７５ １２
【その他】 【 ８】 【 ２６】
【総合計】 【４６５６】 【３２３】

意見書件 名

（３） 平成２２年４月１５日 第１７５７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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前
号（
第
１
７
５
５
・
５
６
号
）

で
紹
介
し
た
と
お
り
、
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
天
体
観
測
条
件
に
恵

ま
れ
た
名
寄
市
。
「
天
体
観
測
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
名
寄
市
で
は
北
海
道
大
学
と

連
携
し
て
新
た
な
天
文
台
設
立
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク

内
の
「
星
見
の
丘
」
に
そ
び
え
る

新
天
文
台
の
愛
称
は
「
き
た
す
ば

る
」
。
冬
の
星
座
「
お
う
し
座
」

に
あ
る
「
す
ば
る
」
の
名
を
冠
し

た
新
天
文
台
の
愛
称
は
、
一
般
公

募
に
よ
り
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

観
測
条
件
に
恵
ま
れ
た
名
寄
市
か

ら
な
ら
、
愛
称
の
由
来
と
な
っ
た

「
す
ば
る
」
も
、
美
し
く
観
察
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

「
夏
の
天
体
観
測
も
楽
し
い
で

す
よ
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

新
天
文
台
の
準
備
に
携
わ
っ
て
き

た
名
寄
市
職
員
の
村
上
恭
彦
氏
。

新
天
文
台
が
立
地
す
る
サ
ン
ピ
ラ

ー
パ
ー
ク
内
に
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
用
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
整
備

さ
れ
て
い
る
た
め
、
時
間
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
天
体
観
測
に
興

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク

内
に
は
、
５
棟
の
コ
テ
ー
ジ
も
完

備
し
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト

や
コ
テ
ー
ジ
は
、
天
体
観
測
を
通

じ
た
夏
の
楽
し
い
思
い
出
を
演
出

す
る
拠
点
と
し
て
、
き
っ
と
活
躍

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
成
２２
年
４
月
１７
日
に
オ
ー
プ

ン
す
る
市
立
天
文
台
「
き
た
す
ば

る
」
。
木
原
天
文
台
を
作
り
、
名

寄
市
で
の
天
体
観
測
の
先
駆
け
と

な
っ
た
故
・
木
原
秀
雄
氏
の
資
料

展
示
を
は
じ
め
、
旧
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
館
で
使
用
さ
れ
て
い
た
貴
重

な
恒
星
投
影
機
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｓ

―
３
」
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
太
陽

映
像
が
観
ら
れ
る
設
備
な
ど
、
知

的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
最
新
式
の
デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
ー
ム
の
中
心

に
投
影
機
が
な
い
た
め
、
広
々
と

し
た
空
間
に
身
を
置
き
、
天
文
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
上
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル
ー

フ
観
測
室
に
は
、
名
寄
市
が
４
台

の
望
遠
鏡
を
設
置
。
口
径
５０
�
反

射
望
遠
鏡
を
は
じ
め
と
し
た
最
新

観
測
機
器
に
よ
り
、
「
き
た
す
ば

る
」
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
星

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
道
外
か
ら
の
修
学
旅
行
誘
致

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
」
と
語

る
村
上
氏
。
天
体
観
測
は
、
夜
間

の
活
動
が
主
で
あ
る
た
め
必
然
的

に
宿
泊
を
伴
い
、
地
元
経
済
へ
の

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
の
だ
そ

う
だ
。
新
天
文
台「
き
た
す
ば
る
」

は
、
文
化
施
設
や
研
究
拠
点
と
し

て
の
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

経
済
活
性
化
へ
の
戦
略
的
施
設
と

も
い
え
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
元
経
済
へ
の
波
及
も
期
待

市市 政政

ニニュューースス

星星
がが
煌煌
めめ
くく
まま
ちち

〈続編〉

名
寄
市（
北
海
道
）

【上】名寄市での天体観測の先駆者・木原氏手製の
望遠鏡【下】口径５０㌢反射望遠鏡ほか最新観測機器
の設置が４月１７日のオープンに向け進められている

市
立
天
文
台
職
員
の
村
上
恭
彦
氏
。
福
島
県
出
身
だ
が
名
寄
市
の

魅
力
に
惹
か
れ
、
福
島
県
か
ら
移
り
住
ん
で
市
の
職
員
と
な
っ
た

第１７５７号 平成２２年４月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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